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代表質問（要旨）

 

少
子
化
対
策

議
員　

県
財
政
が
厳
し
い
状
況
下
に

あ
っ
て
も
、
少
子
化
対
策
に
は
攻
め

の
姿
勢
で
臨
む
べ
き
だ
が
、
今
後
、

マ
ル
福
制
度
の
拡
充
も
含
め
、
少
子

化
対
策
を
ど
う
展
開
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
先
駆
的
な
結

婚
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
子
育
て
し
や
す
い
社
会
を
つ

く
る
た
め
、
企
業
で
の
働
き
方
の
改

革
促
進
や
、
保
育
の
充
実
に
よ
る
待

機
児
童
の
解
消
を
一
層
進
め
る
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
少
子
化
の
改
善
に
努

め
る
。
マ
ル
福
制
度
は
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
拡
充
の
検
討
を
す
る
。

 

安
定
し
た
雇
用
の
確
保

議
員　

正
規
雇
用
を
希
望
し
な
が
ら

も
、
や
む
な
く
非
正
規
雇
用
で
働
く

人
が
増
え
て
い
る
。
正
規
雇
用
を
望

む
人
へ
の
支
援
も
含
め
、
安
定
し
た

雇
用
の
確
保
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

正
規
雇
用
者
を
増
や
す
た
め
、

雇
用
創
出
等
基
金
を
活
用
し
、
大
卒

等
未
就
職
者
人
材
育
成
事
業
や
、
成

長
が
期
待
さ
れ
る
介
護
・
福
祉
分
野

の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

就
職
面
接
会
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な

ど
、
き
め
細
か
な
就
職
支
援
と
と
も

に
、
優
良
企
業
の
誘
致
、
中
小
企
業

の
育
成
、
新
産
業
の
創
出
支
援
な
ど
、

産
業
振
興
策
に
も
取
り
組
む
。

 

茨
城
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

議
員　

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ

と
は
、
県
勢
発
展
の
あ
ら
ゆ
る
面
で

重
要
だ
が
、
知
事
六
期
目
の
戦
略
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

知
事　

銀
座
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
の
推
進
に
加
え
、
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、
本
県
出
身
の

人
気
お
笑
い
芸
人
を
い
ば
ら
き
宣
伝

隊
長
に
起
用
し
た
「
い
ば
ら
き
を
知

ろ
う
！
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
や
、
郷

土
愛
を
育
む
た
め
の
い
ば
ら
き
っ
子

郷
土
検
定
を
始
め
た
。
ま
た
、
国
体

な
ど
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
に
も
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
知
事
六
期
目
の
県
政
運

営
、
医
療
を
支
え
る
人
材
の
確
保
、

国
際
化
教
育
の
推
進
な
ど
も
質
問
）

 

日
野
自
動
車
関
連
企
業
の
誘
致

議
員　

日
野
自
動
車
古
河
工
場
の
本

格
稼
働
が
四
年
前
倒
し
の
平
成
二
十

八
年
と
な
っ
た
が
、
本
県
初
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
の
進
出
や
圏
央
道
の
開

通
な
ど
の
好
機
を
逃
さ
ず
、
関
連
企

業
な
ど
に
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し

誘
致
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

知
事　

日
野
自
動
車
と
の
取
引
シ
ェ

ア
の
高
い
企
業
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
誘
致
活
動
を
続
け
る
と
と
も
に
、

開
発
予
定
の
産
業
用
地
の
Ｐ
Ｒ
や
、

周
辺
市
町
と
の
連
携
に
よ
る
事
業
環

境
の
整
備
な
ど
に
努
め
、
自
動
車
関

連
産
業
の
集
積
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

東
北
道
か
ら
（
仮
称
）
境
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
開
通
が
来

年
度
と
示
さ
れ
、
企
業
の
動
き
も
活

発
化
し
て
き
て
い
る
。
各
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
で
は
、
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
の
開
発
や
工
業
団
地
の
計
画

も
具
体
化
し
て
き
て
い
る
が
、
圏
央

道
の
開
通
に
向
け
、
県
は
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
ア
ク

セ
ス
す
る
国
県
道
の
整
備
推
進
に
努

め
、
圏
央
道
の
整
備
効
果
が
最
大
限

生
か
せ
る
よ
う
、
市
町
が
進
め
る
沿

線
開
発
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

目
標
ど
お
り
開
通
で
き
る
よ
う
必
要

な
予
算
の
確
保
や
工
事
の
重
点
的
実

施
を
国
な
ど
へ
働
き
か
け
て
い
く
。

 

本
県
農
産
物
の
風
評
対
策

議
員　

本
県
農
産
物
の
販
売
状
況
は

回
復
傾
向
に
あ
る
が
、
依
然
と
し
て

震
災
前
の
水
準
に
は
及
ば
な
い
状
況

で
あ
る
。
根
強
く
残
る
風
評
を
払
拭

し
、
本
県
農
産
物
の
販
売
促
進
を

図
っ
て
い
く
た
め
ど
の
よ
う
な
対
策

を
行
っ
て
い
く
の
か
。

知
事　

首
都
圏
量
販
店
で
の
フ
ェ
ア

を
継
続
的
に
展
開
す
る
ほ
か
、
関
西

方
面
で
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
き
め
細
か
な

対
策
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
メ
デ
ィ

ア
を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
よ
り
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
進
め
る
。

（
ほ
か
に
、
振
り
込
め
詐
欺
対
策
、

新
四
号
国
道
の
整
備
状
況
、
全
国
高

等
学
校
総
合
文
化
祭
な
ど
も
質
問
）

 

茨
城
県
独
自
の
少
人
数
教
育

議
員　

今
回
の
選
挙
で
、
知
事
は
少

人
数
教
育
の
拡
充
を
公
約
に
掲
げ
た

が
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
教
員
の
確

保
や
予
算
措
置
な
ど
、
早
期
実
現
に

向
け
て
の
具
体
策
と
、
そ
の
具
体
的

な
実
施
時
期
は
。

知
事　

必
要
と
な
る
教
員
数
も
考
慮

し
た
適
正
な
採
用
計
画
の
推
進
、
再

任
用
の
促
進
な
ど
に
よ
り
必
要
な
教

員
を
確
保
し
、
予
算
措
置
に
つ
い
て

は
、
雇
用
創
出
等
基
金
や
国
の
加
配

措
置
の
活
用
な
ど
に
よ
り
所
要
財
源

の
確
保
を
図
る
。
ま
た
、
時
期
に
つ

い
て
は
、
で
き
れ
ば
、
来
年
度
か
ら

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略

議
員　

本
県
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
潜
在
能
力
が
高
い
県
で
あ
り

な
が
ら
、
先
進
県
と
い
わ
れ
る
長
野

県
の
取
り
組
み
に
大
き
く
水
を
あ
け

ら
れ
て
い
る
。
本
県
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
戦
略
を
ど
の
よ
う
に
組
み

立
て
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

知
事　

導
入
目
標
を
設
定
し
、
特
色

あ
る
取
り
組
み
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
位
置
づ
け
る
な
ど
、
年
度

内
に
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ン
を

策
定
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
促
進
を
積
極
的
に
図
っ
て
い
く
。

 

東
海
第
二
発
電
所
再
稼
動
問
題

議
員　

東
海
第
二
発
電
所
の
再
稼
動

は
、
設
備
、
住
民
避
難
、
地
元
同
意

な
ど
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、

再
稼
動
の
問
題
点
と
今
後
の
対
応
、

さ
ら
に
東
海
村
と
そ
の
周
辺
地
域
の

発
展
に
向
け
た
原
子
力
科
学
の
活
用

に
つ
い
て
、
知
事
の
所
見
は
。

知
事　

今
後
の
国
の
動
向
や
他
県
の

状
況
、
日
本
原
子
力
発
電
と
市
町
村

と
の
協
議
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
再
稼
動
の
考
え
方
な
ど
に
つ

い
て
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

Ｊ―

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
利
活
用
な
ど
か
ら

新
事
業
・
新
産
業
の
創
出
を
図
り
、

東
海
村
と
そ
の
周
辺
地
域
の
発
展
に

つ
な
げ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

茨
城
県
の
対
応
、
茨
城
県
の
ブ
ラ
ン

ド
力
向
上
策
な
ど
も
質
問
）

佐藤　光雄 議員
民 　 主 　 党
水 戸 市 選 出  

一括方式

井手　義弘 議員
公 　 明 　 党
日 立 市 選 出

分割方式

半村　　登 議員
自民県政クラブ
猿 島 郡 選 出  

一括方式

圏
央
道
の
開
通
に
向
け
た

県
の
取
り
組
み

積極的な少子化対策を推進

少人数教育の早期拡充を

着々と整備が進む圏央道（（仮称）五霞ＩＣ周辺）

利根川

新4号国道圏央道
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